
　

高
齢
化
が
進
み
、
医
療
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
な
か
、
毎
日
大
勢
の
患
者
が
自
治

医
科
大
学
附
属
病
院
を
訪
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
利
用

す
る
同
病
院
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
知
る
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
ス
タ
ッ
フ
っ
て
何
人
い
る
の
？
」

　
「
現
場
か
ら
見
る
医
療
の
問
題
は
？
」

　

市
で
は
同
病
院
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、
医
療
と
行
政
の
分
野
で
協
働
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
情
報
・
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
も
っ
と
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
を

知
っ
て
欲
し
い
。」
と
い
う
市
と
病
院
の
思

い
か
ら
、
同
病
院
と
市
と
の
連
携
協
働
に

よ
り
、
現
場
の
目
で
様
々
な
角
度
か
ら
見

た
医
療
に
つ
い
て
、
同
病
院
の
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
コ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

設
立
ま
で
の
歴
史

　

旧
南
河
内
町
の
町
史
を
ひ
も
解
く
と
、
自

治
医
科
大
学
及
び
同
附
属
病
院
の
設
立
は

決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

設
立
か
ら
40
年
が
経
つ
自
治
医
科
大
学

附
属
病
院
の
歴
史
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

昭
和
46
（
１
９
７
１
）
年
、
栃
木
県
で

誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
医
療

　

３
週
間
前
の
大
雪
も
や
っ
と
消
え
、
春

が
待
ち
望
ま
れ
る
こ
の
頃
で
す
。
下
野
市

の
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で
お
過
ご

し
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
は
、
今

年
開
院
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
下
野
市
お

よ
び
市
民
の
皆
様
に
は
こ
の
間
、
自
治

医
大
附
属
病
院
を
暖
か
く
見
守
っ
て
頂

き
、深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、

市
民
の
皆
様
と
当
院
と
の
理
解
を
お
互
い

に
深
め
る
た
め
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
執

筆
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

変
意
義
深
く
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
に
つ
い
て

　

さ
て
、当
院
は
１
１
３
２
床（
ベ
ッ
ド
数
）

を
有
す
る
大
学
附
属
病
院
で
あ
り
、
大
き

な
特
徴
と
し
て
は
、
日
本
で
唯
一
、
小
児

病
院
で
あ
る
「
と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン

タ
ー
」
が
併
設
さ
れ
て
い
る
大
学
病
院
で

あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
診
療
科
目

は
40
科
あ
り
、
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る

関
係
者
は
交
通
の
便
の
良
さ
か
ら
所
沢
市

を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
所
沢
市

が
誘
致
先
と
し
て
考
え
て
い
た
米
軍
通
信

基
地
の
返
還
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
こ

と
等
か
ら
、
自
治
省
（
現
総
務
省
）
は
所

沢
市
を
断
念
し
本
県
へ
の
設
置
へ
と
動
き

ま
し
た
。

　

病
院
建
設
で
大
き
な
問
題
は
、
看
護
師

の
確
保
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
看
護
師
不
足

は
全
国
的
な
問
題
で
、
看
護
学
校
の
設
立

な
ど
の
対
応
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
５
月
に
獨
協
医
科
大
学
の

起
工
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
地

域
の
医
師
か
ら
、「
地
域
の
患
者
と
看
護
師

が
吸
収
さ
れ
、
生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
る
。」

と
の
反
発
が
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
昭
和

47
年
４
月
に
大
学
の
開
学
式
、
昭
和
49
年

４
月
に
病
院
の
開
院
式
が
行
わ
れ
診
療
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
の
開
学
式
で
最
後
に
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
横
川
知
事
は
、
次
の
よ
う
な
印
象

深
い
挨
拶
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
治
医
大
が
建
設
さ
れ
た
薬
師
寺
は

１
３
０
０
年
前
、
下
野
薬
師
寺
と
し
て
数

千
人
の
僧
が
集
ま
り
、
薬
草
が
栽
培
さ
れ
、

民
間
医
療
に
当
た
っ
て
い
た
。
そ
の
土
地

に
自
治
医
大
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
因
縁

浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。」

（
参
考
資
料
：
南
河
内
町
史　

通
史
編　

近
現
代
）

と
と
も
に
、
自
治
医
科
大
学
の
建
学
の
理

念
で
あ
る
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師

を
養
成
す
る
と
い
う
使
命
の
も
と
に
、
医

学
生
や
、
全
国
の
多
く
の
大
学
の
出
身
者

か
ら
な
る
若
い
研
修
医
、
看
護
師
、
薬
剤

師
な
ど
医
療
系
全
職
種
の
教
育
を
行
う
教

育
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を

擁
し
、
い
わ
ゆ
る
３
次
救
急
医
療
（
最
も

重
症
な
患
者
を
扱
う
救
急
医
療
）
を
担
当

し
て
い
る
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。
一
日
外

来
患
者
数
は
２
７
０
０
名
、
年
間
手
術
件

数
は
約
９
０
０
０
件
を
施
行
し
て
い
る
症

例
数
の
多
い
大
学
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、
遠
く

か
ら
入
院
す
る
ご
家
族
の
滞
在
施
設
と
し

て
、
善
意
と
寄
附
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
財

団
に
よ
っ
て「
ド
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ
」
が
あ
り
、
病
気
の
お
子

さ
ん
の
治
療
を
ご
家
族
が
支
援
す
る
施
設

と
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
理
念
は
、（
１
）
患
者
中
心
の
医

療
（
２
）
安
全
で
質
の
高
い
医
療
（
３
）

地
域
に
開
か
れ
た
病
院
（
４
）
地
域
医
療

に
貢
献
す
る
医
療
人
の
育
成
で
あ
り
、
地

域
の
医
療
機
関
と
密
接
に
連
携
し
、
患
者

さ
ん
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
事
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
大
切
さ

　

皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
日
本
は
い
ま
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